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２
月
に
発
生
し
ま
し
た
福
島
県
沖
地
震
に

よ
っ
て
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
世
界
に
急
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
、
市
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

当
連
合
会
に
お
い
て
も
大
幅
に
活
動
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
皆
様
の
地
区
に
お
か

れ
ま
し
て
も
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応
な

ど
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
地
区
自
治
振
興
協
議
会

は
短
時
間
で
出
席
人
数
を
限
定
す
る
な
ど
の

感
染
症
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
課
題
解

決
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
と
行
政
が
協
働
の

担
い
手
と
し
て
共
に
手
を
携
え
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
現
段
階
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
感
染
予

防
対
策
は
不
可
欠
で
あ
り
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
が
、
今
後
と
も
行
政
と
一
体
と
な
り
最
大

限
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
ま
す
と
と
も

に
、
福
島
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
各
種

事
業
を
一
層
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
２
月
に

発
生
し
ま
し
た
福
島
県
沖
地
震
に
よ
っ
て
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の

年
を
前
に
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風

19
号
）
災
害
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
福

島
県
沖
地
震
と
い
う
試
練
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
は
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
支
援
策
を
実
行
し
、
医
療
や
市
民

生
活
へ
の
支
援
、
地
域
経
済
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
活
動
回
復
の

両
立
を
図
り
多
様
な
分
野
に
お
い
て
変
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
方
々
に
元
気
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
エ
ー
ル
」
の
放
送
で
し
た
。「
エ
ー

ル
」
で
残
し
て
く
れ
た
遺
産
を
活
用
し
な
が

ら
、「
古
関
裕
而
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
若
者
な
ど
の
移
住
・
定

着
を
促
し
市
内
全
域
が
活
気
に
溢
れ
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
一
層
進
展
す
る
よ
う
自
治
振

興
協
議
会
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
り
、
新
ス

テ
ー
ジ
を
創
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ福

島
市
長木

　
幡
　
　
浩

福
島
市
自
治
振
興
協
議
会
連
合
会

会
長　

吾
妻
雄
二

会
長
あ
い
さ
つ
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杉妻地区自治振興協議会（令和2年8月4日）

　
協
議
会
当
日
の
協
議

テ
ー
マ
件
数
は
、
各
地

区
合
計
で
28
件
（
複
数

の
課
題
が
あ
る
た
め
、

市
か
ら
の
回
答
件
数
は

48
件
）
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
協
議
テ
ー
マ
28
件
の

う
ち
、
新
規
が
17
件
（

60
％
）
前
年
か
ら
継
続

し
て
い
る
も
の
が
11
件

（
40
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
か
ら
の
回
答
件
数

の
内
容
別
割
合
は
、
下

記
に
示
す
よ
う
に
水

路
・
河
川
改
修
に
関
す

る
も
の
が
12
件
（
25
・

0
％
）、
次
に
防
災
対

策
に
関
す
る
も
の
が
6

件
（
12
・
5
％
）、
次

に
道
路
建
設
・
改
良
・

修
繕
に
関
す
る
も
の
が

5
件
（
10
・
4
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
台
風
19
号

の
影
響
に
よ
り
、
水

路
・
河
川
改
修
及
び
防

災
対
策
に
関
す
る
テ
ー

マ
が
増
加
し
て
い
る
の

が
本
年
度
の
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
テ
ー
マ

地区別開催状況・協議テーマおよび提案事項件数
区　分

地区名
開　催　状　況 協議テーマ件数 提案事項件数

月日 会　　　　場 2年度 元年度 2年度 元年度
本
庁

中 央 東 10月28日 NCVふくしまアリーナ 1 2 23 19
中 央 西 10月27日 三 河 台 学 習 セ ン タ ー 1 1 5 8

渡 利 8月18日 渡 利 支 所 2 3 94 92
杉 妻 8月4日 杉 妻 支 所 1 2 99 95
蓬 萊 10月9日 蓬萊学習センター本館 2 2 38 46
清 水 8月3日 清 水 支 所 1 2 146 154

東
部

東 部
9月25日 もちずり学習センター 2 3

47 52
大 波 25 40

計 72 92

北
信

鎌 田

8月28日 北 信 支 所 2 3

53 45
瀬 上 18 18
余 目 60 70

計 131 133
吉 井 田 9月28日 吉 井 田 支 所 1 3 84 78

西
荒 井

10月19日 西 学 習 セ ン タ ー 2 2
36 27

佐 倉 79 83
計 115 110

土 湯 温 泉 町 7月29日 土 湯 温 泉 ま ち お こ し
セ ン タ ー 湯 楽 座 2 3 6 0

信
陵

笹 谷
10月14日 信 陵 支 所 2 3

58 55
大 笹 生 52 54

計 110 109
立 子 山 8月1日 立 子 山 支 所 1 2 21 21

飯
坂

飯 坂

10月7日 パ ル セ い い ざ か 1 2

31 36
平 野 78 57
中 野 21 18
湯 野 64 74
東 湯 野 15 17
茂 庭 17 17

計 226 219
松 川 8月19日 松 川 支 所 2 2 203 200
信 夫 10月1日 信 夫 支 所 2 2 197 211
吾 妻 10月5日 吾妻学習センター本館 2 3 207 183
飯 野 8月24日 飯 野 学 習 セ ン タ ー 1 2 70 75
合 計 28 42 1,847 1,845

　
令
和
2
年
度
の
自
治
振
興
協
議
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
例

年
よ
り
1
ヵ
月
遅
れ
で
、
7
月
29
日
の
土
湯

温
泉
町
地
区
か
ら
、
10
月
28
日
の
中
央
東
地

区
ま
で
、
一
部
合
同
開
催
を
含
め
28
地
区
18

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
人
数
を
大
幅
に
減
ら
し
て
の

開
催
と
な
り
、
各
地
区
合
計
で
4
7
5
名
の

委
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
市
長
を
は
じ
め
各
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
各
部
長
な
ど
が
出
席
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま

し
た
。
　

令和２年度令和２年度
自治振興協議会自治振興協議会
開催状況開催状況

（件）0 2 4 6 8 10 12 14

水路・河川改修
防災対策

道路建設・改良・修繕
観光振興
都市公園等
教育対策

交通安全・交通規制
高齢福祉
環境衛生
その他

12　　
6　　　　　　　　　　　　　　　

5　　　　　　　　　　　　　　　　　
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

13

◆令和2年度 協議テーマ 市からの回答内訳

●
　
　
　
市 

の 

対 

応
　
　
●

　
協
議
テ
ー
マ
は
、
各
地
区
自
治
振

興
協
議
会
で
十
分
に
検
討
し
、
市
に

対
し
て
提
案
さ
れ
た
、
地
区
全
体
あ

る
い
は
市
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
内

容
で
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
重
要
性
、
緊
急
性
を
十

分
考
慮
し
、
課
題
解
決
に
努
め
て
い

く
た
め
、
総
合
計
画
や
各
種
ま
ち
づ

く
り
計
画
な
ど
と
調
整
を
図
り
、
長

期
的
な
年
次
・
財
政
計
画
で
実
現
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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福島市自治振興協議会連合会
（28地区の会長で構成）

自治振興協議会概要図

地区自治振興協議会（28地区）

協議テーマなどの事前提出

協議テーマの話し合い

提案事項の提出

提案事項の回答

市　　長
目的 各地区自治振興協議会の連絡調整ならびに

地域振興を図る

目的 地域の振興ならびに地域住民の福祉の向上
を図る

◎自治振興協議会の開催に係る役割

事業 1. 地域住民の相互親睦ならびに各種機関、
　団体間の連絡調整に関すること
2. 市の行政について、地域の要望・意見
　などを取りまとめ、具申すること
3. その他目的達成のため必要と認める事項

構成機関および団体など

町内会（自治会）、
農業委員、民生児童委員、
消防団、農協、商工会、
観光団体、衛生団体、
農業団体、PTA、
老人クラブ、女性団体、
青年会、交通対策協議会、
文化団体など

・顧問（市議会議員など）
・学識経験者
・地域アドバイザー

〇協議テーマ、提案事項などの取りまとめ
〇本開催の運営

※モデル規約による。地区によって相違する
　場合があります。

各 

担 

当 
課

地
域
共
創
課

自
治
振
興
協
議
会
の
開
催

→←

自
治
振
興
協
議
会
と
は

　
各
地
区
か
ら
、
地
区
の

課
題
や
提
言
及
び
提
案
を

聴
き
、
意
見
の
交
換
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
働

に
よ
る
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
、
市
民
と
行
政
と

が
情
報
の
共
有
化
を
図
る

た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
事

項
や
、
地
区
全
体
あ
る

い
は
市
全
体
に
関
わ
る

意
見
・
提
言
な
ど
、
地

区
よ
り
あ
ら
か
じ
め
提

出
さ
れ
た
地
区
の
最
重

要
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

　
自
治
振
興
協
議
会
は
、
昭
和
32
年
に
発
足
し
た
福
島
市

独
自
の
地
域
広
聴
制
度
で
す
。
福
島
市
で
は
、
各
地
区
で

自
治
振
興
協
議
会
を
開
催
し
て
お
り
、
協
議
会
の
委
員
が
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
幹
部
職
員
と
、
市
政
に
関
す

る
意
見
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
6
月
下
旬
か
ら
8
月
下
旬
ま
で
の
期
間
に
一
部

合
同
開
催
を
含
め
、
市
内
18
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
28
地
区
に
自
治
振
興
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
地
区
の

協
議
テ
ー
マ
や
提
案
事
項
な
ど
の
取
り
ま
と
め
、
協
議
会
開

催
の
運
営
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
は
町
内
会
を
は
じ
め
、
地
区
の
各
種
団
体
の
代
表

者
や
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
、
地
域
振
興
並
び
に
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
中
心
的
組
織
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
区
自
治
振
興
協
議
会

　
福
島
市
は
、
昭
和
22
年
か

ら
昭
和
32
年
の
合
併
（
15
町

村
）
に
よ
り
急
速
に
市
域
が

拡
大
し
た
た
め
、「
陳
情

書
」
や
「
要
望
書
」
な
ど
の

書
面
で
は
、
各
地
区
の
実
情

を
行
政
に
対
し
て
正
確
に
届

け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
区
の

町
内
会
（
自
治
会
）
を
中
心

と
し
て
、
地
域
の
各
種
団

体
・
機
関
の
代
表
者
な
ど
に

よ
る
自
治
振
興
協
議
会
が
自

主
的
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
32
年
に
、
各
地
区
の

自
治
振
興
協
議
会
で
最
初
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
以
降
、

現
在
に
至
る
ま
で
福
島
市
独

自
の
地
域
広
聴
制
度
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自治振興協議会設置経過

昭和32年度自治振興協議会（第三小学区）

開
催
目
的

協
議
テ
ー
マ
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令
和
2
年
度
は
、
総
数
で
1
，
８
４

７
件
の
提
案
事
項
が
市
に
対
し
て
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
別
に
は
、
水
路
・
河
川
修
繕
が

3
8
9
件
（
21
・
1
％
）、
次
い
で
道

路
側
溝
修
繕
が
３
２
９
件
（
17
・
8
％

）、
交
通
安
全
施
設
が
２
５
４
件
（
13

・
8
％
）、
道
路
拡
幅
改
良
が
１
５
５

件
（
8
・
4
％
）、
街
路
灯
設
置
が
１

４
８
件
（
8
・
0
％
）、
道
路
修
繕
が

１
２
４
件
（
6
・
7
％
）、
道
路
側
溝

新
設
が
1
0
3
件
（
5
・
6
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
同
様
に
道
路
や
水
路
、
河
川
に

関
係
す
る
提
案
が
全
体
の
9
割
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
課
題

に
つ
い
て
協
議
・
提
案
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
区
住
民
の
意
見
が
直
接
行

政
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
　
　
　
市 
の 
対 
応
　
　
●

　
地
域
生
活
に
密
着
し
た
多
く
の
提

案
事
項
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
全
体
で
の
実
施
率
は
約
31
％
（
令

和
元
年
度
）
と
実
施
で
き
る
件
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
事
業
の
緊
急
性
と
市
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
総
合
的
に
勘

案
し
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
提
案
内
容
の
実
現
に
向
け
て
、

最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

会長コメント

　
中
野
地
区
は
福
島
市
の
北
西

部
に
位
置
し
、
摺
上
川
支
流
の

小
川
に
沿
う
よ
う
に
細
長
く
地

形
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
耕
地

面
積
は
少
な
い
も
の
の
果
樹
栽

培
が
盛
ん
で
、
特
に
モ
モ
の
栽

培
は
地
区
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
形
県
と
の
県
境
を

有
し
、
明
治
初
期
の
栗
子
隧
道

工
事
に
伴
い
、
大
平
集
落
と
大

滝
集
落
が
形
成
さ
れ
、
工
事
関

係
者
の
宿
舎
や
宿
場
と
し
て
大

変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
観
光
面
で
は
、
日
本
三
大
不

動
で
知
ら
れ
る
中
野
不
動
尊
は
、

か
つ
て
信
達
地
方
（
信
夫

郡
、
伊
達
郡
）
で
盛
ん
で

あ
っ
た
養
蚕
の
守
り
社
と

し
て
、
そ
の
後
は
地
区
住

民
や
参
詣
人
の
心
の
拠
り

所
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の

統
廃
合
、
さ
ら
に
は
水
利

組
合
の
再
編
な
ど
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

地
区
の
発
展
の
た
め
、
市
、

関
係
機
関
と
地
区
住
民
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

中
野
地
区
自
治
振
興
協
議
会

会　

長　

佐
藤
　
仁
一

中
野
不
動
尊（
大
日
堂
）

50 1000 150 200 250 350 400 450300 （件）

水路・河川修繕
道路側溝修繕
交通安全施設
道路拡幅改良
街路灯設置
道路修繕

道路側溝新設
道路舗装新設

交通規制
都市公園等

その他

389
329 　　　  

254  　　　　　　　　 
155　　　　　　　　　　　　　　　 
148   　　　　　　　　　　　　　　　

124　　　　　　　　　　　　　　　　　 
103 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

84 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
59 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

38 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
164  　　　　　　　　　　　　　　

389
329 　　　  

254  　　　　　　　　 
155　　　　　　　　　　　　　　　 
148   　　　　　　　　　　　　　　　

124　　　　　　　　　　　　　　　　　 
103 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

84 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
59 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

38 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
164  　　　　　　　　　　　　　　

◆令和2年度 提案事項内訳

提
案
事
項
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伴
う
交
通
渋
滞
が
著
し
く
、
利
用
者
や

地
区
の
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
を

図
る
た
め
、
十
六
沼
公
園
の
周
辺
整
備

を
要
望
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
十
六
沼
公
園
に
お
い
て
大
き

な
大
会
の
際
に
は
、
主
要
地
方
道
上
名

倉
・
飯
坂
・
伊
達
線
と
の
交
差
点
か
ら

 
蓬
萊
小
学
校
前
交
差
点
は
、
団
地
か

ら
市
の
中
心
市
街
地
に
通
じ
る
主
要
道

路
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
至
る

生
活
道
路
と
が
交
わ
る
通
勤
通
学
・
買

い
物
等
の
人
と
車
の
通
行
が
多
い
交
差

点
で
す
。

　
特
に
通
勤
時
は
、
北
か
ら
来
て
蓬
萊

小
学
校
前
を
右
折
す
る
車
、
南
か
ら
市

　
十
六
沼
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、

一
級
市
道
笹
谷
・
中
野
線
の
み
で
あ
り
、

施
設
の
充
実
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
に

　
自
治
振
興
協
議
会
の
協
議
テ
ー
マ
は
、
各
地
区
の
重
要
な
課
題
や
提

言
に
つ
い
て
、
地
区
よ
り
現
状
と
課
題
の
説
明
を
行
い
、
市
は
ど
の
よ

う
な
解
決
方
法
が
あ
る
の
か
を
示
し
、
よ
り
良
い
解
決
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
議
テ
ー
マ
に
提
案
さ
れ
た
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

協
議
テ
ー
マ
の
実
施
状
況

協
議
テ
ー
マ
の
実
施
状
況

十
六
沼
公
園
の

周
辺
整
備
に
つ
い
て

（
平
成
9
年
度
〜
）

蓬
萊
小
学
校
前
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て（平

成
28
年
度
〜
）

の
中
心
市
街
地
に
通
勤
す
る
車
が
多
い

状
況
で
あ
り
、
人
身
事
故
や
追
突
事
故

が
発
生
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
域
内
の
交
通
安
全
を
守

る
た
め
、
交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン
を
設

置
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
既
存
幅
員
内
で
右
折
レ
ー
ン

の
設
置
に
つ
い
て
、
福
島
県
警
察
本
部

交
通
規
制
課
と
交
差
点
協
議
を
重
ね
、

今
年
の
2
月
に
右
折
レ
ー
ン
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
交
差
点
周
辺
の
交
通
安

全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

十
六
沼
公
園
ま
で
の
区
間
で
混
雑
が
み

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
二
級
市

道
川
子
坂
・
明
神
町
線
の
拡
幅
に
つ
い

て
、
十
六
沼
公
園
北
側
の
整
備
と
併
せ

て
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

➡➡
➡➡

施工前

施工前

施工後

施工後

主要
地方
道 上

名倉
・飯
坂・伊

達線（
フル
ーツ
ライ
ン）

一級市道 笹谷・中野線至 庭坂 至 笹谷

大笹生
支援学校

爼板山

座頭町
交差点

十六沼公園

天然芝サッカー場

二級市道川子坂・明神町線

福島大笹生
IC

至 

中
野
不
動
尊

東
北
中
央
自
動
車
道

至 

飯
坂十六沼

ショッピングセンター

市役所 蓬萊支所
蓬萊学習センター

市立蓬萊小学校

至 医大

至 国道4号 一
級
市
道
南
町・浅
川
線

市道蓬萊町16号線 市道蓬萊町18号線
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中
央
西
地
区
は
、
福
島
市

を
南
北
に
走
る
Ｊ
Ｒ
東
北
新

幹
線
・
東
北
本
線
を
挟
み
、

中
心
市
街
地
の
西
側
に
位
置

す
る
地
域
で
、
県
都
福
島
市

の
玄
関
と
な
る
福
島
駅
西
口

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
地
区
で
す
。

　
面
積
は
約
2
・
7
Ｋ
㎡
で
、

住
宅
等
が
密
集
し
て
い
る
た

め
、
人
口
密
度
の
高
い
地
域

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
7
年
の
福
島
国
体
の

開
催
を
契
機
に
都
市
整
備
が

進
ん
だ
地
域
で
も
あ
り
、
今

後
「
腰
浜
町
町
庭
坂
線
」
や

「
方
木
田
茶
屋
下
線
」
の
延

伸
事
業
も
計
画
さ
れ
る
等
、

さ
ら
に
市
街
化
が
進
む
と
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
か
ら
40
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
三
河
台
学
習
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
当
自
治
振
興
協

議
会
で
も
か
ね
て
よ
り
新
築

要
望
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

令
和
5
年
新
館
供
用
を
目
指

し
、
現
在
造
成
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
の

時
代
と
地
域
に
相
応
し
い
文

化
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
福
島
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
各

種
団
体
と
連
携
を
図
り
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

➡➡

施工前 施工後

中
央
西
地
区
自
治
振
興
協
議
会

会　

長　

清
水
　
徹

地区じちしん紹介㉑
－ 中央西地区 －

コラッセふくしまより中央西地区と吾妻連峰を望む

　
国
道
4
号
松
川
橋
北
側
の
交
差
点
は
、

中
学
校
・
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
並
び

に
自
転
車
通
勤
の
利
用
者
も
多
く
、
朝

夕
の
混
雑
時
に
は
身
の
危
険
を
感
じ
る

交
差
点
と
な
っ
て
お
り
、
数
年
前
に
は

不
幸
な
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
松
川
橋
北
側
交

差
点
に
右
折
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
右
折
用
信
号
機
は
、
い
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
信
号
の
変
わ

り
目
に
無
理
な
右
折
を
す
る
車
両
が
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

当
該
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
要
望
し
ま

松
川
橋
北
側
交
差
点
へ

右
折
用
信
号
機
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て（平

成
25
年
度
〜
）

し
た
。

　
市
で
は
福
島
県
警
察
本
部
へ
申
し
入

れ
、
朝
と
夕
方
の
時
間
帯
に
交
通
調
査

を
実
施
し
、
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
右
折
矢

印
付
き
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
円
滑
な
交
通
と
安
全
の

確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

信夫山

至 郡山

市道 松川畑・段ノ腰線
松川橋北側交差点

至 仙台

コンビニ

松川

松
川
橋

国
道
４
号
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支
援
事
業
は
、
地
域
の
課
題
解
決

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
に
自
主
的
に
取
り
組

む
地
域
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
令
和
２
年
度
は
、
２

月
末
現
在
で
町
内
会
報
作
成
や
掲
示
板
の
設
置
、
交
通
事
故

防
止
活
動
や
市
民
活
動
事

業
、
児
童
生
徒
の
見
守
り

活
動
や
防
犯
活
動
な
ど
、

地
域
活
動
を
行
う
89
団
体

に
対
し
て
約
１
，
３
６
０

万
円
の
事
業
費
補
助
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が

図
ら
れ
、
住
み
良
い
地
域

づ
く
り
の
推
進
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

令和2年度地域コミュニティ等支援事業実施状況
(ソフト)

団体種別 件数 割合 実施内容等

町内会、連合会等 41 46%
掲示板・看板設置、広報紙
作成、史跡・防犯マップ作成、
見守り・環境美化活動等

交 通 対 策 協 議 会 14 16% 事故防止看板設置、
交通安全啓発活動等

市 民 活 動 団 体 11 12%
地域のコミュニティ活性事業、
景観保全活動、観光案内板
設置、観光マップ作成等

見 守 り 団 体 10 11% 小学校登下校の見守り活動等

健全育成推進団体 7 8%
掲示板設置、見守り活動、
交通安全啓発活動、
防犯活動等

交 通 安 全 母 の 会 4 5% 交通安全啓発活動等
防 犯 協 会 2 2% 広報紙・防犯カレンダー作成

計 89
� （令和3年2月28日現在）

令和2年度地域生活基盤整備事業
実施状況（ハード）

事業内容 件  数
1 街路灯設置 76
2 反射鏡設置 45
3 道路側溝修繕 58
4 道路除草 57
5 道路側溝新設 18
6 道路防護柵設置 8
7 道路舗装修繕 7
8 その他 40

計 309
（令和3年2月25日現在）

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
地
区
自
治
振
興
協
議
会

を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
提
案
な
ど
を
、
地
域
の
皆
さ
ん

自
ら
が
緊
急
性
や
利
便
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

事
業
選
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
と
行
政

が
協
働
で
安
全
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
な
る

2
つ
の
事
業
で
形
成
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
事
業
の
「
地

域
生
活
基
盤
整
備
事
業
」
は
、
道
路
側
溝
や
交
通
安
全

施
設
等
の
生
活
基
盤
の
整
備
を
行
う
事
業
で
す
。

　
一
方
、
ソ
フ
ト
事
業
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支

援
事
業
」
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
、
地
域
活
動
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。
　

令
和
令
和
22
年
度
年
度

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
域
生
活
基
盤
整
備
事
業
は
、
地
域
生
活
に
お
け
る
身
近

な
生
活
基
盤
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
地

域
全
体
の
視
点
に
立
ち
緊
急
性
・
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
事

業
が
進
め
ら
れ
、
令
和
2
年
度
は
、
約
1
億
5
千
万
円
の
事

業
費
で
、
道
路
街
路
灯
や
道
路
反
射
鏡
設
置
、
道
路
側
溝
新

設
・
修
繕
な
ど
各
地
区
で
計
3
0
9
件
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、

地
域
住
民
の
不
安
解
消
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
基
盤
整
備
事
業（
ハ
ー
ド
事
業
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
支
援
事
業（
ソ
フ
ト
事
業
）

信夫の里まちづくりワークショップ
事業（信夫地区）

道路側溝修繕工事（松川地区）

施工前 施工後

➡
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１
月
29
日
に
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
に
対

し
、
河
川
の
改
修
事
業
と
水
害
対
策
及
び
道
路

整
備
に
関
す
る
要
望
書
３
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
か
ら
は
、
濁
川
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
次
の
出
水
期
ま
で
に
は
堆

砂
除
却
等
の
安
全
確
保
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
、
改
修
計
画
等
に
つ
い
て
は
地
域
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
要
望
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
全
安
心
で
快
適
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
国
や
県
に
対
し
て
地
域

の
生
の
声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

連合会活動報告

　
令
和
２
年
度 

福
島
市
自
治

振
興
協
議
会
連
合
会
総
会
は
６

月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
元

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
令
和
２
年
度
の
地
区
自

治
振
興
協
議
会
の
開
催
要
項
や

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
本
連
合
会
は
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
り
市
政
の
発
展
と

地
域
の
振
興
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
各
地
区
自
治
振
興
協
議
会
の

連
絡
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
61
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
28
地

区
の
地
区
自
治
振
興
協
議
会
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
18
日
に
開
催
し
た
市
政

研
修
会
で
は
「
福
島
市
町
内
会

連
合
会
」
と
合
同
開
催
し
、
市

政
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
区
親
交
も
深
め
ま
し
た
。

　「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
」
の
会
場
で
あ
る
「
あ
づ

ま
球
場
」
の
施
設
整
備
状
況
と

大
会
の
た
め
に
張
り
替
え
た
人

工
芝
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

見
学
後
に
延
期
と
な
っ
て
い
る

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
　
　

　
会
場
を
福
島
大
笹
生
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
移
し
「
福

島
お
お
ざ
そ
う
イ
ン
タ
ー
工
業

団
地
」
に
立
地
す
る
誘
致
企
業

の
株
式
会
社
ロ
ジ
コ
ム
の
社
屋

を
訪
問
し
事
業
内
容
や
進
出
し

て
き
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
開
業

予
定
の
「（
仮
称
）
道
の
駅
ふ

く
し
ま
」
の
建
設
現
場
の
見
学

と
、
整
備
計
画
お
よ
び
進
捗
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。

　
11
月
25
日
に
は
、
各
地
区
自

治
振
興
協
議
会
会
長
に
よ
る
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
次
年
度

の
開
催
に
向
け
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
良
都
市
視
察
研
修

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
よ

り
、
今
年
度
は
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
。

総
　
　
　
会

総
　
　
　
会

研
修
会
お
よ
び

研
修
会
お
よ
び

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

国
・
県
等
要
望
活
動

❶濁川上流の改修事業及び水害対策に
ついて【杉妻・信夫地区】

❷都市計画道路矢剣町渡利線ほかの整
備促進について【渡利地区】

❸国道115号の整備改善について
【大波地区】

要
望
内
容

■
市
政
研
修
会  

あ
づ
ま
球
場

　
（
令
和
２
年
9
月
18
日
）

■
要
望
活
動

　
（
令
和
3
年
1
月
29
日
）

■
意
見
交
換
会  

ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島

　
（
令
和
2
年
11
月
25
日
）


